
数列 P0700 等比数列の項の値 組 番 名前

例 21 第 2項が 6、第 6項が 96の等比数列の一般項を求
めよ。

答 an =

問 21 次の等比数列の一般項を求めよ。

(1) 第 3項が 6、第 5項が 54

答 an =

(2) 第 3項が 2、第 6項が −128

答 an =

例 22 次の 3つの数が等比数列となるとき定数 aの値を
求めよ。

(1) 28, a, 7

答 a =

(2) a, −4, a+ 6

答 a =

問 22 次の３つの数が等比数列となるとき定数 aの値を
求めよ。

(1) 5, a, 45

答 a =

(2) a, −2, a− 3

答 a =

例 23 an = 3 · 2n とするとき、数列 {an}が等比数列で
あることを示し、公比を求めなさい。

問 23 an = 5 · 3n とするとき、数列 {an}が等比数列で
あることを示し、公比を求めなさい。



*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 21 第 2項が 6、第 6項が 96の等比数列の一般項

a6 = ar5 = 96 · · · 1⃝

a2 = ar1 = 6 · · · 2⃝

1⃝÷ 2⃝より、r4 = 16 すなわち、r = ±2

r = +2のとき、 2⃝より、a = 3

r = −2のとき、 2⃝より、a = −3

よって、一般項は、
答 an = 3 · 2n−1 　または、an = −3 · (−2)n−1

問 21

(1) 第 3項が 6、第 5項が 54

a5 = ar4 = 54 · · · 1⃝

a3 = ar2 = 6 · · · 2⃝

1⃝÷ 2⃝より、r2 = 9 すなわち、r = ±3

r = +3のとき、 2⃝より、a =
2

3

r = −3のとき、 2⃝より、a =
2

3

だから、一般項は、

答 an =
2

3
· (±3)n−1

(2) 第 3項が 2、第 6項が −128

a6 = ar5 = −128 · · · 1⃝

a3 = ar2 = 2 · · · 2⃝

1⃝÷ 2⃝より、r3 = −64 すなわち、r = −4

これを 2⃝に代入すると、a =
1

8

答 an =
1

8
· (−4)n−1

例 22

(1) 28, a, 7

28 a 7

×r ×r

公比を rとすると、
28× r2 = 7

r2 =
1

4

r = ±1

2

答 a = ±14

(2) a, −4, a+ 6

a −4 a+ 6

×r ×r

−4a×−4

a
=

a+ 6

−4
×− 4a

16 = a2 + 6a

a2 + 6a− 16 = 0

(a+ 8)(a− 2) = 0

a = −8, 2 答 a = −8, 2

問 22

(1) 5, a, 45

公比を rとすると、
5r2 = 45

r2 = 9

r = ±3 答 a = ±15

(2) a, −2, a− 3

−2

a
=

a− 3

−2

4 = a2 − 3a

a2 − 3a− 4 = 0

(a− 4)(a+ 1) = 0

a = 4, −1 答 a = 4, −1

例 23 an = 3 · 2n であるので、an+1 = 3 · 2n+1

an+1

an
=

3 · 2n+1

3 · 2n
= 2

隣接する 2項間の比が 2と一定であるので、
この数列は等比数列である。

問 23 an = 5 · 3n であるので、an+1 = 5 · 3n+1

an+1

an
=

5 · 3n+1

5 · 3n
= 3

隣接する 2項間の比が 3と一定であるので、
この数列は等比数列である。

an = a rn−1

r =
an+1

an


